
KOBE UNIVERSITY
RUGBY FOOT BALL CLUB
ALUMNI ASSOCIATION

[日時]: 2023年10/15(日) 13:00 ～ 関西大学ラグビーBリーグ 神戸大対大阪教育大戦
[場所]: ＠甲南大学六甲アイランドグラウンド（人工芝）晴天
[戦績＆概要]: 40分ﾊｰﾌ。24-29 (前半 5-19, 後半19-10)

2023/10/29
Norio Isoe神戸大対大阪教育大戦概要

大教大神戸大
155T前半
40G
00P
00DG

195計
515T後半
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30P
00DG

1019計
2924合計

10/15/23
体重差大教大神戸大FW
▲2kg272kg279Kg3人
0kg446kg446kg5人

▲21kg697kg676kg8人
▲2.4kg87.1kg84.5kg平均体重

94kg100 kg最大体重
▲2.3cm175.4cm172.1cm平均身長

183cm178 cm最高身長

S(ｽｸﾗﾑ), M(ﾓｰﾙ), KO(ｷｯｸｵﾌ), TK(ﾀｯﾁｷｯｸ), BD(ﾌﾞﾚｰｸﾀﾞｳﾝ), MB(ﾏｲﾎﾞｰﾙ), 
YB(ﾔﾝﾎﾞｰﾙ), DT(ﾀﾞｲﾚｸﾄﾀｯﾁ), LO(ﾗｲﾝｱｳﾄ), MBPK(ﾏｲﾎﾞｰﾙﾍﾟﾅﾙﾃｨｰｷｯｸ), 
YBPK(ﾔﾝﾎﾞｰﾙﾍﾟﾅﾙﾃｨｰｷｯｸ), YBTK(ﾔﾝﾎﾞｰﾙﾀｯﾁｷｯｸ), MBTK(ﾏｲﾎﾞｰﾙﾀｯﾁｷｯｸ), P(ﾍﾟ
ﾅﾙﾃｨｰ), DO(ﾄﾞﾛｯﾌﾟｱｳﾄ), TF(ｽﾛｰﾌｫﾜｰﾄﾞ), TO(ﾀｰﾝｵｰﾊﾞｰ), NS (ﾉｯﾄｽﾄﾚｰﾄ）

1

総評:
• 林選手の突進によるﾄﾗｲは特筆もの。各位彼の様な勝利への執念を見せて欲しい。
• ｷｯｸｱﾀｯｸに低弾道で指向性のあるｷｯｸも交じり、ﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝが増えた。更なる進化を。
• BKの一次ﾗｲﾝｱﾀｯｸは機能していた。FWがBDに素早く入り、ﾎﾞｰﾙを確保し、2次ｱﾀｯ

ｸにつなげ、ｹﾞｲﾝし、ﾄﾗｲを取って欲しい。
• 両校先発ﾒﾝﾊﾞｰのFW前5名の体重差は0kgであった。FW8人の体重差は▲21kg

で平均体重差は▲2.4kgと拮抗。が、数度ｺﾗﾌﾟｼﾝｸﾞの反則を取られる程ｾｯﾄｽｸﾗﾑ
が押された。神戸大のS技術とﾊﾟﾜｰが大教大に劣っていた。ほぼ同じ体格の国公立
大にｽｸﾗﾑを押し負けるのは実に悔しい。ｾｯﾄｽｸﾗﾑで負けない事はﾗｸﾞﾋﾞｰの基本。

• 弱いｾｯﾄｽｸﾗﾑをLOで補い、LOで得点出来る様、LOを得点源にする事。
• KOに工夫を。大教大はKO時に10mｷﾞﾘｷﾞﾘ近場に蹴り、神戸大より先にﾎﾞｰﾙに触

りﾏｲﾎﾞｰﾙ化するKOを見せていた。神戸大もKOでﾏｲﾎﾞｰﾙ化ﾌﾟﾚｰの選択肢を。
• 大教大はﾘｻﾞｰﾌﾞ１名、全員で16名。一方神戸大は22名。何故勝てぬ？
• ここぞと言う時のﾉｯｺﾝが多かった。ﾉｯｺﾝは相手ﾎﾞｰﾙｽｸﾗﾑでﾌﾟﾚｰ再開に。ｽｸﾗﾑが弱い

神戸大には極めて不利に。ﾉｯｺﾝしないﾊﾟｽを出し、しっかりｷｬｯﾁを心がける事。
• ﾀｯｸﾙされたらｺｹるのは当たり前ではない。ｲﾅせ、踏ん張れ、倒れるな。
• BDを乗り越えられTOされる事があった。当たり負けず、素早くBDからﾎﾞｰﾙを出す事。
• RWC2023で南アは準々決勝も準決勝も１点差勝利。勝利への執念を。


